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戦
後
最
大
の
被
害
と
な
っ
た
平
成
７
年

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
こ
の
震
災
で
は
、

６
、
０
０
０
人
を
超
え
る
尊
い
命
が
奪
わ

れ
た
一
方
、
人
と
人
と
の
助
け
合
い
に
よ

っ
て
、
多
く
の
人
の
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
震
災
の
な
か
で
、
私
た
ち
が
学
ん

だ
の
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
人
と
人
と
が
助
け

合
う
「
共
助
」
の
大
切
さ
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
助
さ
れ

た
３
５
、
０
０
０
人
の
う
ち
２
７
、
０
０

０
人
が
、
家
族
や
近
隣
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
救
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
助
け
合
い
は
、
救
助
だ
け

で
な
く
、
火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
初
期

消
火
活
動
、
ま
た
、
被
災
後
の
生
活
で
も

重
要
に
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、

こ
う
し
た
「
共
助
」
の
力
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
住
民
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
が
主
体
と
な
っ
た
防
災
活
動
を

行
い
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

災
害
時
に
助
け
合
う
た
め
に
は
、
ま
ず
、

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
分
の
身
の
安
全

を
確
保
で
き
る
行
動
が
と
れ
ま
す
か
―
。

一
人
ひ
と
り
が
地
震
に
対
す
る
意
識
と

知
識
を
も
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
行
動

で
き
る
よ
う
、
防
災
力
を
身
に
つ
け
て
お

く
こ
と
。
そ
れ
は
、
個
々
の
家
庭
を
地
震

に
強
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の

防
災
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

第二保育園の避難訓練の様子

防防災災力力をを高高めめよようう

「
自
助
」
と
「
共
助
」

一
人
ひ
と
り
の

防
災
力
を
高
め
る

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」。
大
正
12
年
の
こ
の
日
に
発
生
し
た

「
関
東
大
震
災
」
を
教
訓
に
、
防
災
を
見
直
す
た
め
に
定
め
ら
れ
た

日
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
大
切
な
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
の
危
機
管
理
が
大
切
―
―
。

過
去
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
ふ
だ
ん
の
備
え
を
再
点
検
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
地
震
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

家
庭
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

ふ
だ
ん
の
備
え
、
再
点
検
！
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地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
ず
的
確
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
家
族
で
対
処
方
法
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

災
害
が
発
生
し
た
際
、
ど
の
よ
う
に
行

動
し
た
ら
い
い
か
「
家
族
防
災
会
議
」
を

開
き
、
避
難
場
所
や
避
難
方
法
、
役
割
分

担
や
対
策
に
つ
い
て
確
認
し
あ
い
、
災
害

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

村
内
に
は
、
各
地
区
で
定
め
ら
れ
た
避

難
場
所
が
あ
り
ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
表
）。

災
害
発
生
時
を
想
定
し
て
、
道
筋
・
所
要

時
間
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
が
倒
壊

し
、
下
敷
き
に
な
っ
た
人
が
亡
く
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
ぐ
ら
つ
き
や
ひ
び
割
れ
、

傾
き
な
ど
が
な
い
か
点
検
し
、
必
要
に
応

じ
て
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
が
置
い
て
あ
る

場
合
は
、
し
っ
か
り
と
固
定
を
。

本
棚
や
た
ん
す
な
ど
の
家
具
は
転
倒
し

な
い
よ
う
、
Ｌ
字
型
金
具
な
ど
を
使
っ
て

し
っ
か
り
留
め
て
お
き
、
食
器
棚
な
ど
の

ガ
ラ
ス
に
は
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
な
ど
を
張
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

寝
て
い
る
と
き
に
棚
が
倒
れ
て
き
た
り
、

上
に
置
い
た
物
が
落
ち
て
き
た
り
し
な
い

よ
う
、
家
具
の
配
置
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
際
に
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
非
常

持
出
品
や
、
非
常
備
蓄
品
な
ど
も
十
分
に

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
下
図
参
照
）。

大
地
震
な
ど
の
際
に
道
路
な
ど
が
寸
断

さ
れ
た
と
す
る
と
、
救
援
物
資
が
届
く
の

に
３
日
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
非

常
備
蓄
品
は
、
家
族
が
３
日
間
生
活
す
る

の
に
必
要
な
も
の
を
準
備
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
や
お
年
寄
り
な
ど

の
家
族
構
成
を
考
え
て
、
必
要
な
も
の
を

も
れ
な
く
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

予
知
が
困
難
と
さ
れ
て
い
る
地
震
と
違

っ
て
、
台
風
や
豪
雨
は
気
象
情
報
な
ど
で

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

家
族
防
災
会
議
で
役
割
を

話
し
合
い
ま
し
ょ
う

家
の
周
囲
、

家
の
中
の
安
全
対
策
を

●
防
災
対
策
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

最
新
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

非
常
備
蓄
品
は

３
日
間
分
の
準
備
を

非　常　備　蓄　品

非　常　持　出　品災害復旧までの数日間（最低３日分）を
自分の力で過ごせるように準備したおくもの

●飲料水…１人１日３リットルを目安に。
●非常食品…かんパン、缶詰やレトルトのおかず、栄養
補助食品、レトルトのごはん、ドライフーズ、インス
タント食品、チョコレートなどの菓子類、調味料など。

●燃料…卓上コンロ、携帯コンロ、固形燃料など。
●その他の生活用品…生活用水（乳児の転落に注意して
風呂や洗濯機に備蓄、寝る前にはやかんやポットにも
水を入れておく）、毛布、洗面用具、ポリタンク、な
べ、トイレットペーパー、使い捨てカイロ、ろうそく、
さらし、ロープ、工具、新聞紙、ビニールシート、布
製ガムテープ、キッチンラップ、自転車など。

●貴重品…現金、預貯金通帳、免許証、健康保険証など。
●非常食品…水、かんパン・缶詰など調理不要な食品、
レトルトのおかゆなど。

●携帯ラジオ…予備電池は多めに用意。
●懐中電灯…できれば１人に１個。予備電池も忘れずに。
●応急医薬品…ばんそうこう、傷薬、常備薬など。
●その他の生活用品…衣類、軍手、タオル、ビニール袋、
ウエットティッシュ、生理用品など。

●乳幼児用品…缶詰やびん詰の離乳食、粉ミルク、紙お
むつなど。

避難するとき最初に持ち出すもの

しっかりと固定する
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防防災災力力をを高高めめよようう
ま
す
。

台
風
が
近
づ
い
て
い
る
時
に
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
頻
繁
に
気
象
情
報
が
流
れ

ま
す
。
ま
た
、
村
内
で
道
路
の
通
行
止
め

や
橋
梁
の
損
壊
な
ど
、
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
テ
レ
ド
ー
ム
（
０
１
８
０
―
９

９
２
―
８
９
８
）
で
災
害
情
報
を
流
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
情
報
に
注
意
し
て
、
い
つ

も
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

左
ペ
ー
ジ
の
地
図
を
見
る
と
分
か
り
ま

す
が
、
村
内
に
は
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
が
21
か
所
、
土
石
流
危
険
渓
流
が
17
本

あ
り
、
渓
流
の
下
流
域
が
そ
れ
ぞ
れ
土
石

流
危
険
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
の
「
地
震
の
心
得
十
か
条
」
に
も
あ

り
ま
す
が
、
地
震
や
台
風
な
ど
が
発
生
し

た
と
き
に
は
、
危
険
な
場
所
に
近
寄
ら
な

い
こ
と
が
、
被
害
を
減
ら
す
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
必
要
な
場
合
以
外

は
、
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
家
は
、
区
域
の
中
に
入
っ
て

い
ま
し
た
か
？
区
域
に
入
っ
て
い
な
い
場

合
で
も
危
険
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
危
険
区
域
は
、
県
が
決
め

た
も
の
で
、
こ
の
他
に
も
危
険
な
場
所
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
危
な
い
と
感
じ
る

こ
ん
な
に
あ
り
ま
す

県
指
定
危
険
区
域

●
村
内
の
危
険
区
域
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

村では、大規模な災害が発生した場合に備え、横浜市と「災害時にお

ける相互応援に関する協定」を結びました。

調印式は、平成17年７月27日に横浜市役所で行われました。協定の内

容は「被災者の受け入れ、食料・飲料水・生活必需品の提供、復旧・復

興に必要な職員の派遣、資機材の提供、ボランティアのあっせん」など。

調印式の中で、加藤村長は「災害はあっては困るがないという保障は

ない。これからは今まで以上に協力していきたい」とあいさつ。中田横

浜市長は「昨年の新潟県中越地震で被災した小千谷市も杉並区と同様の

協定を結んでおり、いち早く支援を受けていました。こちらから連絡し

なくても駆け付けてきてくれる相手がいることが、災害の最大の備えに

なる」と連携を歓迎していました。

指
定
危
険
区
域
外
で
も

注
意
が
必
要
で
す

協定調印後、握手する加藤村長と中田市長

一、わが身の安全を守る
二、素早く火の始末
三、非常脱出口を確保
四、火が出たらまず消火
五、外へ逃げるときはあわてずに
六、狭い路地、塀ぎわ、がけや川べりに近寄らない
七、山崩れ、がけ崩れに注意
八、避難は徒歩で、荷物は最小限に
九、協力し合って応急救護
十、正しい情報をつかむ
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場
所
に
は
近
寄
ら
な
い
。
災
害
時
の
鉄
則

で
す
。

ま
た
、
危
険
区
域
を
中
心
に
土
石
流
対

策
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ

て
の
災
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
策
工
事
が
実
施
さ
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
安
心
せ
ず
、
家
の

周
囲
や
、
通
学
路
、
散
歩
コ
ー
ス
な
ど
を

普
段
か
ら
注
意
し
て
見
て
お
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
す
。
大
地
震
が

発
生
し
た
１
分
後
、
10
分
後
、
１
時
間
後

―
―
。
あ
な
た
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

「
机
の
下
に
隠
れ
て
い
る
」、「
火
の
元

を
確
認
し
て
い
る
」、「
被
災
者
を
救
助
し

て
い
る
」。
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
く
る

そ
う
で
す
。

確
か
に
ど
れ
も
よ
く
あ
り
そ
う
な
答
え

で
す
。
し
か
し
、
何
か
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
そ
れ
は
、「
自
分
が
被
災
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
。

自
分
も
被
災
者
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
こ
と
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

統
計
的
に
は
こ
ん
な
デ
ー
タ
も
あ
り
ま

す
。
交
通
事
故
で
死
亡
す
る
確
率
0.2
％
。

地
震
で
被
災
す
る
確
率
0.48
％
。
地
震
で
被

災
す
る
確
率
の
方
が
倍
以
上
も
高
い
の
で

す
。災

害
は
人
を
選
び
ま
せ
ん
。
い
つ
何
が

起
き
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、
し
っ
か
り

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

県指定危険区域一覧県指定危険区域一覧県指定危険区域一覧県指定危険区域一覧県指定危険区域一覧県指定危険区域一覧県指定危険区域一覧県指定危険区域一覧県指定危険区域一覧

災
害
は
人
を
選
び
ま
せ
ん

急傾斜地崩壊危険区域

土石流危険渓流

土石流危険地帯

村内の避難所
地　区　　　 避 難 場 所 収容人員
永　井 永井住民センター 200人
入　原 入 原 公 民 館 200人
川　額 南 小 学 校 体 育 館 500人
森　下 村 社 会 体 育 館 600人
橡久保 昭和中学校体育館 700人

糸　井 村 　 公 　 民 　 館 600人
東 　 小 　 学 　 校 600人

貝野瀬 貝野瀬構造改善センター 350人
生　越 生越スポーツ交流施設 200人
中　野
大河原 大 河 原 小 学 校 600人長者久保
追　分
赤　谷 赤谷住民センター 100人
赤城原 赤 城 原 区 民 館 100人
松ノ木平 松ノ木平第二住民センター 100人
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▲貝野瀬

▲森下

▲入原

糸
井

▲

貝
野
瀬

▲ ▼
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糸
井

▲ ▼

▲森下

▲入原

▲森下
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人事行政の運営状況の公表
この公表は、昭和村の人事行政の運営の実態についてお知らせするものです。

任免及び職員数に関する状況

給与の状況

扶 養 手 当

通 勤 手 当

住 居 手 当

管 理 職 手 当

時 間 外 勤 務 手 当

休 日 勤 務 手 当

特 殊 勤 務 手 当

管理職特別勤務手当

宿 日 直 手 当

期 末 手 当

勤 勉 手 当

寒 冷 地 手 当

・配偶者　月13,500円
・その他　月 6,000円（3人目以上は5,000円）
（被扶養者のうち15歳～22歳の者は5,000円加算）
・自動車等で通勤する場合　通勤距離に応じ2,000円～24,500円
・公共交通機関を利用して通勤する場合、交通機関に係る運賃等の額（6ヵ月定期代）
・持ち家居住（16年7月以後廃止）
・借家等居住　家賃に応じて支給（21,600円上限）。16年度は20%カット
・給料月額×役職に応じた支給率（8％～12％）
・勤務日における時間外勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.25倍（深夜は1.5倍）
・週休日における時間外勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜は1.6倍）
・勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜勤務は1.6倍）
・伝染病防疫作業　　　日額350円
・死体等処置作業　　　日額450円
・保育園に従事する職員 給与月額の4%以内（16年7月以後廃止）
・課長職　　１回　7,500円
・課長補佐　１回　6,500円
・１回 4,200円
・ 6月期　1.4月分
・12月期　1.6月分
・ 6月期　0.7月分
・12月期　0.7月分
・世帯主で扶養親族が3人以上　　　 39,600円
・世帯主で扶養親族が1人又は2人　　33,000円
・世帯主で扶養親族なし　　　　　　 19,800円
・その他　　　　　　　　　　　　　 14,200円

手 当 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 支　　給　　額　　等

ラスパイレス指数（国家公務員給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準）

区　　分　 平成16年度　平成15年度　平成14年度　平成13年度

一般行政職　 91.7 95.5 97.0 96.7
※全国平均97.9 群馬県平均96.7

1人当たりの支給額　　 （平成16年4月1日現在）

区　　分　 職員の平均年齢　 平均給料月額

一般行政職　　　　39歳　　　 299,700円

技能労務職　　　　49歳　　　 287,600円

初任給基準

区　　分　 大学卒　　　　短大卒　　　 高校卒

一般行政職　166,500円　154,300円　143,300円

技能労務職　166,500円　154,300円　143,300円

手当制度

職員数　 （単位：人）

区　 分 平成16年度 平成16年度中　 平成17年度
当初職員数 採用者数　退職者数 当初職員数

保　健　師 4 － － 4

栄　養　士 1 － － 1

保　育　士 10 － － 10

一　般　職 71 － 2 69

技能労務職 18 － 1 17

合　計 104 － 3 101
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勤務時間その他の勤務条件の状況

分限及び懲戒処分の状況
処分内容　　　処分者数　　　　処　分　事　由

免　職
分 限　降　任

休　職　　 1人　 身体の故障による長期欠勤
処 分　降　給

失　職
免　職　

懲 戒　停　職
減　給　　 1人　 信用失墜行為

処 分　戒　告
訓告等

研修及び勤務成績の評定の状況

研修区分 日数　　　　研 修 内 容 等
研修所研修　　18 群馬県自治政策研修センター研修
自主研修　　　 0
各種専門研修　73 専門知識・技術習得のための研修
その他の研修　 0
合　計　　　91

服務の状況
区　　　分 違反者数

命令に従う義務　　　　 0人
信用失墜行為の禁止　　 1人
秘密を守る義務　　　　 0人
職務に専念する義務　　 0人
政治行為の制限　　　　 0人
争議行為等の禁止　　　 0人
営利企業従事制限　　　 0人

勤務時間、休憩・休息時間

区　分
勤　務　時　間　　　　

休憩・休息時間始業時間　　 終業時間
一　般

午前8時30分 午後5時15分
休憩時間…45分間

行政職　　　　　　　　　　　　 休息時間…15分間2回

その他の休暇・育児休暇の取得状況
区　　　　分　　 病気休暇 介護休暇 育児休暇

16年度中に新規取得または　
8人　　 0人　　　 2人前年度より継続中の職員数

特別休暇の種類

○選挙権その他公民としての権利の行使○証人､鑑定人､参考人等として国会､裁判所､地方公共団体の議会その
他の官公署への出頭○骨髄液の提供のための休暇○社会貢献活動のための休暇○結婚休暇○出産休暇○職員が
生後満１年に達しない子の保育休暇○妻の出産休暇○生理休暇○妊婦の通勤緩和のための休暇○妊産婦の健康
診査等のための休暇○子の看護のための休暇○忌引休暇○父母の追悼のための法要休暇○夏季休暇○地震､水
害､火災その他の災害による職員の現住居の滅失又は損壊○地震､水害､火災その他の災害又は交通機関の事故
等により出勤することが著しく困難な場合○地震、水害､火災その他の災害時において､出勤途上に身体の危険
を回避する場合○その他村長が定める場合
○介護休暇○組合休暇

有給休暇

無給休暇

年次有給休暇の取得状況

区　分　対象職員数 平均取得日数 消化率　

一　般
95人　　　　 9.2日　　　23.1％行政職　　　　　　　　　　　　

※平成16年1月1日～12月31日の状況

福祉及び利益の保護の状況

公平委員会に係る業務の状況

区　分　 受診者数　　　　　内　　容
総合健診　 81人　 30歳以上の職員の健康診断
定期健診　　16人　　上記以外の職員の健康診断
合計　　　97人

内　　　容　　　　　　 要求件数
勤務条件に関する措置の要求　　　　　0件
不利益処分に関する不服申立て　　　　0件
その他　　　　　　　　　　　　　　　0件

職員研修の実施状況　　　　　　　　　　　 （単位：日）

評 定 時 期　
評定結果　　　　 成績不良に係る

成績良好 成績不良 主　な　事　由
平成16年 4月 38
平成16年 7月 14
平成16年10月 18 2 減給処分・休職のため
平成17年 1月 30

計 100 2

勤務成績の評定　　　　　　　　　　　　　 （単位：人）

福利厚生制度

加入団体　　　　 件数　　災害の概要
地方公務員災害補償基金

0件群 馬 県 支 部

公務災害補償制度



表１　特定入所者介護サービス（特定入所者支援サービス：要支援者）対象者

表２　各利用者負担段階の食費・居住費などの負担限度額（予定）

※利用者負担段階区分は、介護保険料の段階区分（５段階）とは違います。

第１段階　 老齢福祉年金受給者で世帯全員が村民税非課税の方。

生活保護受給者。

第２段階　 村民税世帯非課税者であって、合計所得金額と課税年金収入額が８０万円以下の方

第３段階　 村民税世帯非課税者であって、利用者負担第２段階該当者以外の方

食費の負担限度額（月額） 居住費等の負担限度額（月額）

ユニット型個室　　　　　　　　　　 ５.０万円

従来型個室　　　　　　　　　　　　　 ２.５万円

第３段階　　　　　２.０万円　　　　　 ４.０万円

ユニット型準個室　　　　　　　　　　 ４.０万円

多床室　　　　　 １.０万円

ユニット型個室　　　　　　　　　　　 ２.５万円

従来型個室　　　　　　　　　　　　　 １.３万円

第２段階　　　　　１.２万円　　　　　 １.５万円　　

従来型個室　 １.５万円

多床室　　　　　　　　　　　　　 １.０万円

ユニット型個室　 ２.５万円

従来型個室　　　　　　　　　　　　　 １.０万円

第１段階　　　　　１.０万円　　　　　 １.５万円

ユニット型準個室　　　　　　　　　　 １.５万円

多床室　　　　　 ０万円

1 0

詳しい質問やお問い合わせは、役場保健福祉課福祉係（介護保険担当）
1２４－５１１１（内線25）までお願いいたします。
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介護保険をご利用のみなさんへ

10月から介護保険制度が一部変わります

◎制度改正により、在宅サービス利用者と施設利用者の公平が図られます。
現行制度では、同じ要介護であっても、施設に入所した場合と、在宅で介護サービスを受ける場

合では、利用者が支払う利用料に差があります。

これは、在宅サービス（ホームヘルプサービス、デイサービスなど）利用者は、介護給付の自己

負担のほかに、居住費用（家賃や高熱水費）や食費を全て自分で負担しているのに対し、施設に入

所した場合は、こうした居住費用や食費（一部自己負担）が、介護保険の給付の中に含まれている

ためです。

このような、不均衡を是正するため、介護保険法が一部改正されます。

◎ここが変わります。
介護保険３施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）とショートス

テイ（短期入所）の居住費用と食費、通所系サービスの食費が、利用者負担となります。

◎低所得者の居住費用・食費負担の軽減を図るため、補足的給付（特定入所者
介護支援サービス費）が創設されます。

介護保険３施設とショートステイを利用する場合、右ページの表1にあてはまる方は、申請によ

り利用者負担額が軽減されます。

また、高齢者のみの世帯（単身世帯は含まない）の方で、世帯員が介護保険施設に入所している

場合、世帯の所得状況などにより、利用者負担が減免される「特例減免額措置制度」もあります。

◎減額サービスの対象者と所得段階について
介護保険３施設とショートステイを利用（予定）している方の、所得状況などにより、利用者段

階を設定します。

所得段階により、特定入所者介護サービス（特定入所者支援サービス）に該当する場合は、右ペ

ージ表２のとおり居住費用・食費月額の負担限度額が定められます。限度額を超えた部分は、介護

保険から償還払い（一度、利用者が利用料全額を支払った後、その対象額を支給すること）により

給付します。

◎申請について
特定入所者介護サービス費を受給するためには、申請が必要です。対象のサービスを利用（予定）

の方は、役場保健福祉課福祉係に申請してください。

申請しなかったり、サービスを利用した月を過ぎてから申請すると、給付を受けられないことが

あります。対象になると思われる方は、必ず申請してください。
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７
月
〜
８
月

昭
和
村
助
役

橋
　
八
さ
ん
逝
去
　

村
助
役
の
　
橋
　
八
氏
が
７

月
31
日
、
病
院
に
て
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
73
歳
で
し
た
。

橋
氏
は
、
昭
和
49
年
に
昭

和
村
議
会
議
員
に
当
選
。
４
年

間
の
任
期
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
58
年
か
ら
平
成

３
年
ま
で
、
昭
和
村
教
育
委
員

会
委
員
に
選
任
。
そ
の
後
、
平

成
12
年
ま
で
９
年
間
に
わ
た

り
、
昭
和
村
公
民
館
長
と
し
て

在
職
、
本
村
の
社
会
教
育
、
学

校
教
育
の
充
実
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
13
年
に
助
役

に
就
任
し
、
昭
和
村
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

安
ら
か
に
永
眠
さ
れ
た
　
橋

氏
に
対
し
、
深
く
追
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

村長室で楽しくお話ししました　

真剣な表情で質問　

開園したばかりで、大粒の実がいっぱい

大
河
原
小
３
年
生
が
村
長
と
懇
談

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
が
今
年
も
開
園

こんなに採れたよ
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７
月
31
日
、
旧
東
中
学
校
跡
地
（
糸
井
地
内
）

に
、
社
会
福
祉
法
人
な
ご
み
の
杜
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
『
菜
の
花
館
』
が
完
成
し
、
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
昨
年
10
月
に
着
工
、
こ
の
た
び

完
成
と
な
り
ま
し
た
。

竣
工
式
で
西
松
理
事
長
は
「
隣
に
保
育
園
が

あ
り
、
す
ば
ら
し
い
環
境
。
地
域
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
加
藤
村
長

が
「
地
域
に
密
着
し
た
福
祉
施
設
に
な
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
お
祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。

『
菜
の
花
館
』
は
全
室
個
室
の
新
し
い
形
態

の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
で
、
50
人
が
入
居
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に
も
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
養
老
人
ホ
ー
ム
菜
の
花
館
が
完
成

完成した菜の花館

真剣な話し合いを実施　

７
月
２
日
、
村
づ
く
り
協
力
委
員
会
（
横
坂

和
夫
会
長
）
で
は
、
田
中
修
利
根
沼
田
県
民
局

長
と
の
網
の
目
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
網
の
目
ト
ー
ク
は
、「
２
０
０
万
県
民

と
考
え
創
る
県
政
」
を
目
指
し
て
、
県
が
実
施

し
て
い
る
も
の
。
村
で
は
、
昨
年
６
回
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
委
員
に
農
業
経
営
者
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、主
に
地
産
地
消
や
契
約
栽
培
な
ど
、

農
業
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

現
在
、
値
段
が
安
い
た
め
収
穫
さ
れ
ず
に
畑

で
処
分
さ
れ
て
い
る
地
元
野
菜
が
多
い
こ
と
か

ら
、
消
費
量
の
多
い
学
校
給
食
で
使
い
、
地
産

地
消
を
図
っ
て
は
ど
う
か
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
契
約
栽
培
に
つ
い
て
「
ス
ー
パ
ー
な

ど
と
口
頭
で
約
束
し
て
も
、
卸
値
の
変
化
で
約

束
が
破
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
ん
と
か
な
ら

な
い
か
」と
い
っ
た
意
見
が
委
員
か
ら
出
る
と
、

田
中
局
長
は
「
Ｊ
Ａ
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
書

面
で
の
正
式
な
契
約
を
す
る
よ
う
に
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
し
た
。

県
民
局
長
と
網
の
目
ト
ー
ク
で
懇
談

７
月
７
日
、
県
庁
・
昭
和
庁

舎
で
、
優
良
河
川
愛
護
団
体
等

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
清
流
の
会
（
今
橋
憲
雄
理
事

長
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
河
川
保
護
活
動

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体

や
個
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
。
同

会
は
、
生
越
清
水
地
区
で
行
っ

て
い
る
水
辺
整
備
や
ホ
タ
ル
生

息
地
の
保
全
な
ど
が
評
価
さ
れ

て
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
今
橋

さ
ん
は「
川
は
み
ん
な
の
も
の
。

自
分
た
ち
の
た
め
に
も
、
下
流

に
住
む
人
の
た
め
に
も
き
れ
い

に
し
な
く
て
は
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

清
流
の
会
が

県
か
ら
表
彰
さ
れ
るおめでとうございます　　

あいさつする西松理事長　
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私
は
第
二
保
育
園
で
保
育
士
を
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
囲
ま

れ
て
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
供
を
怒
り

す
ぎ
た
時
、
仕
事
に
つ
ま
ず
い
た
時
な
ど
、
落
ち
込
む
事
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
と
、
今
年
か
ら
始
め
た
野
球
（
ス

パ
ー
ク
ス
）
が
私
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
の
笑
顔

を
見
る
度
に
元
気
に
な
り
、
ス
パ
ー
ク
ス
の
仲
間
と
野
球
を
で
き
る

喜
び
が
あ
る
か
ら
、
一
日
一
日
を
頑
張
れ
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
た
い
け
れ
ど
、
こ
の
年
に
な
る
と
照
れ
臭

く
、
面
と
向
か
っ
て
は
な
か
な
か
言
え
な
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
く
れ
る
子
供
た
ち
、
そ
し
て
、
熱
い
青
春
を

く
れ
る
ス
パ
ー
ク
ス
の
み
ん
な
に
心
か
ら
伝
え
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！！

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
石
井
真
也
さ
ん
（
22
歳
・
追
分
）
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
」横坂岳志さん(大河原・22歳)
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沼
田
市
に
あ
る
利
根
中
央
病

院
が
現
在
満
杯
状
態
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
私
達
昭
和
村
村
民

に
と
っ
て
も
大
切
な
、
信
頼
あ

る
利
根
中
央
病
院
を
、
私
達
の

昭
和
村
に
移
転
す
る
よ
う
は
た

ら
き
か
け
ま
せ
ん
か
？
場
所
は

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
の
下
に
あ
る
広

大
な
産
業
工
業
団
地
の
誘
致
場

所
、
空
き
地
の
ま
ま
に
し
て
お

く
の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す

し
、
昭
和
イ
ン
タ
ー
の
前
と
あ

っ
て
こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く

土
地
で
も
あ
り
、
関
越
交
通
の

バ
ス
停
も
あ
り
ま
す
し
、
交
通

の
便
も
良
い
。
経
済
的
に
昔
か

ら
交
流
の
あ
る
利
根
沼
田
。
医

療
福
祉
の
交
流
を
深
め
て
い
く

の
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
い

い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。（
ち
な
み
に
利
根
中
央
病

院
は
建
て
替
え
の
方
向
で
話
が

決
ま
っ
て
お
り
、
ど
こ
に
場
所

を
決
め
る
の
か
を
検
討
中
と
の

事
で
す
。）（

糸
井
　
匿
名
希
望
）

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い

ま
す
。

交
流
ひ
ろ
ば
の
「
み
ん
な
の

オ
ア
シ
ス
」
と
「
は
つ
ら
つ
ト

ー
ク
」
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
も

っ
た
い
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

新
婚
さ
ん
の
為
に
と
っ
て
あ
る

ス
ペ
ー
ス
で
し
ょ
う
か
？

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
の
顔
で
も
掲
載
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
？

（
入
原
下
　
Ｓ
・
Ｔ
）

・
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
も

ら
っ
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
。

利
根
中
央
病
院
の
誘
致
を

新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か



７月20日、昭和の湯が入館者130万人を達成しました。

130万人目に入館した、幸運な方は石井民衛さん（南内出）

ご夫妻。石井さんは「ここにはよく来るんです。今日もゲー

トボールの帰りに寄りました。思いもかけないことでとても

うれしいです」と笑顔で話していました。

石井さんには、高橋社会福祉協議会長から記念品としてバ

ラの花束、無料入浴券などが贈られました。
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夏の暑さを吹きとばそう 藤井さんが
郡将棋大会でＶ

昭和の湯が入場者130万人に

おめでとうございます

７月29日、第一保育園（新木邦江園長）で夕涼み会が行

われました。

時間になると、園庭には浴衣やじんべえなどに身を包ん

だ園児や保護者が集合。親子で一緒に踊ったり、手作りの

おみこしを担いだりと楽しい時間を過ごしました。

また、庭には保護者会

の用意した出店がいくつ

も並びました。くじ引き

やヨーヨー、ポップコー

ンにとうもろこし、スイ

カなど子供たちの好きな

ものがもりだくさん。子

供たちは全部の出店を回

ろうと、園庭を所狭しと

駆け回っていました。

優勝した藤井さん　

利根郡老人クラブ連合会囲

碁・将棋大会が６月28日に行わ

れ、将棋で藤井吉太郎さん（吹

張）がみごと優勝を勝ち取りま

した。

同大会には、郡内の老人クラ

ブから40人あまりが参加。村か

らは、囲碁に４人、将棋に４人

がそれぞれ出場しました。

藤井さんは並みいる強豪を

次々と撃破し、予選リーグを突

破。決勝リーグでも、次々と勝

利しました。

なお、藤井さんは８月４日に

行われた県大会に出場、３位に

入賞しました。

みんなでおどると楽しいね

ヨーヨーくださ～い



７月１４日、子育保育園（中

村真一園長）で創作童謡ユニッ

ト“kirakira”のミニライブが

行われました。

kirakiraは、子供たちの防犯

などを訴えて全国で活動中で、

現在人気上昇中。

この日は、「イカのおすし」

など５曲を熱唱。園児たちも、

一緒に歌ったり踊ったりしなが

らライブを楽しんでいました。

「イカのおすし」は、警視庁

の防犯標語から作られた曲で

“知らない人についてイカない

“車にのらない”“おおごえを出

す”“すぐにげる”“だれかにし

らせよう”の５つの意味があり

ます。

子育保で防犯ライブ『イカのおすし』！？

７月９日、ヘルスメイト（阿部須美江会長）の講習会が村

保健センターで行われました。

この日、ヘルスメイト10人を指導したのは、中国人研修

生たち。はじめは、なかなか言葉が通じないためか、あまり

会話がありませんでしたが、調理が進むうちに打ち解けてき

たようで、徐々に笑顔も。約１時間後には、片言の日本語で

会話をしながら、中華まんじゅう、水餃子などを見事に作り

上げました。

肉まんじゅうづくりで仲良く交流

楽しく料理できました

園児も一緒におどりました　

1 7



平成17年度の結核・肺ガン・基本健康
診査・肝炎ウイルス検査・前立腺ガン検
診を行います。

対象者
結核・肺ガン・基本健康診査検診…

40歳以上
肝炎ウイルス検査…40、45、50、
55、60、65、70歳の節目の年齢
の人
前立腺ガン検診…50歳以上の男性

受診票のない方も当日受診できます。
詳しくは、役場保健福祉課1２４－５

１１１（内線25）までお問い合わせくだ
さい。

対象者の皆さんは忘れずに

結核・肺ガン・基本健康診査・前立腺ガン検診
9/１
(木)

9/2
(金)

9/5
(月)

9/6
(火)

9/8
(木)

9/13
(火)

期日
午前 9 :00～12:00
午後１:00～４ :30
午前 9 :00～11:00
午後０:30～２ :00
午後２:00～３ :00
午前 9 :00～11:00
午後１:00～２ :15
午後２:15～４ :00
午前 9 :00～11:00
午後 0 :30～２ :00
午後２:00～３ :00
午前 9 :00～10:30
午後０:15～２ :00
午後３:00～４ :00
午前 9 :00～12:00
午後１:00～ 3 :00
午後 3 :00～ 4 :30

受 付 時 間
地域活性化センター

永 井 住 民 セ ン タ ー
川 額 集 落 セ ン タ ー

堤 商 店 集 出 荷 所
貝野瀬農業構造改善センター

追 分 住 民 セ ン タ ー
大河原住民センター

生 越 住 民 セ ン タ ー
赤 城 原 区 民 館
松ノ木平第二住民センター
保 健 セ ン タ ー

〃

〃

〃

〃

〃
〃　　　　

会 　 　 場
森下上・中・下
鎌沢、入沢、三ツ谷、橡久保北･南
永井上・下
藤井・宮貝戸
根岸、伏田
入原上・下
田岸、大堀
滝久保、池原
追分、赤谷
中野上・下
大河原、長者久保
生越
赤城原第一・第二
松ノ木平第一・第二
吹張、滝寺、上内出
宿、中宿、南内出
中内出、常木

対 象 地 区
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建
物
（
家
屋
）
に
は
、
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

建
物
を
新
築
、
増
改
築
、
取
り

壊
し
た
時
、
ま
た
用
途
変
更
し
た

時
は
忘
れ
ず
に
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
屋
調
査
の
回
覧
を
、

各
区
長
さ
ん
を
通
じ
発
送
し
ま
し

た
の
で
、記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

該
当
す
る
お
宅
に
は
、
後
日
、
係

員
が
う
か
が
い
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
で
は
、
買
い
物
に
優
し

い
買
い
物
ス
タ
イ
ル
を
普
及
さ
せ

る
た
め
、
毎
月
１
日
を
「
マ
イ
・

バ
ッ
グ
の
日
（
買
い
物
袋
持
参
の

日
）」
と
し
、
マ
イ
・
バ
ッ
グ
を

持
参
し
て
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

薄
く
て
軽
い
レ
ジ
袋
で
す
が
、

家
庭
ご
み
の
容
積
の
約
１
割
を
占

め
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

レ
ジ
袋
を
１
枚
作
る
た
め
に
、
約

20
・
６
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
石
油
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
の
受

け
取
り
を
断
れ
ば
、
家
庭
ご
み
が

減
る
だ
け
で
な
く
、
資
源
の
節
約

に
も
な
り
ま
す
。

マ
イ
・
バ
ッ
グ
を
持
参
し
環
境

に
優
し
い
生
活
を
始
め
ま
し
ょ

う
。取

引
ま
た
は
証
明
に
使
用
さ
れ

て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定

期
検
査
を
行
い
ま
す
。

▼
日
程

９
月
５
日
（
月
）

▼
時
間
・
場
所

午
前
10
時
〜
12

時
　
村
社
会
体
育
館
、
午
後
１
時

〜
３
時
　
村
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

役
場
産
業
課

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
８

月
中
（
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
継
続

し
て
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
手
当
が
支
給
停
止
に
な
っ

て
い
る
人
も
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。対

象
者
に
は
、
個
別
通
知
を
送

付
し
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
届
い
て

い
な
い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

９
月
６
日
（
火
）、
昭
和
村
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

道
路
・
河
川
の
整
備
、
登
記
・

農
地
転
用
・
年
金
な
ど
、
国
や
特

殊
法
人
が
行
う
業
務
に
、
苦
情
や

新
築
・
増
築
・
建
物
を

壊
し
た
ら
ご
連
絡
を

税
務
課
　
内
線
29

児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

９
月
６
日(

火)

に

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課
　
内
線
14

マ
イ
・
バ
ッ
グ
を

持
ち
ま
し
ょ
う

産
業
課
　
内
線
34

計
量
器
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す産

業
課
　
内
線
34
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■もんだい
去年、今年と国内で地震や大雨などの災

害による被害が相次いでいます。普段から

災害に対する備えをしておきたいですね。

では問題です。災害時の非常備蓄品は？

日分用意しておく必要があるでしょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で図書券500円分を差し上げます。s締め切り＝
8月31日(水)。s発表＝９月号「広報しょうわ」。
s答えは必ずハガキに書き、下記要領で応募して
ください。

u７月号のクイズの答えは、「黄花」でした。
応募総数は８通。当選者は次のとおりです
(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

谷
超
え
て
沼
田
祭
の
音
聞
こ
ゆ
　
　

横
坂
　
庄
三

化
粧
し
て
祭
半
天
母
の
背
に

藤
井
三
代
子

農
に
生
く
若
衆
祭
り
に
と
け
こ
み

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
金
井
　
粂
子

遠
く
聞
く
祭
囃
子
や
仕
舞
風
呂

真
下
　
章
子

雨
上
が
り
洗
わ
れ
た
道
落
と
し
文

杉
木
　
哲
二

夏
祭
り
過
ぎ
れ
ば
夜
風
心
地
良
し

花
茂
　
喜
右

主
婦
業
の
果
つ
る
こ
と
な
し
宵
祭

林
　
　
町
子

清
流
を
透
か
し
蛍
の
息
づ
か
い

狩
野
　
亀
男

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

何
か
せ
ね
ば
ゐ
ら
れ
ぬ
妻
か
テ
レ

ビ
見
つ
つ
も
蕗
の
皮
む
く
背
を
丸

く
し
て
　
　
　
　
　
新
木
　
武
治

豆
蒔
き
て
木
陰
に
一
息
い
れ
を
れ

ば
す
ず
風
が
運
ぶ
朴
の
甘
き
香

新
木
　
た
き

伸
々
し
庭
木
の
剪
定
の
音
の
す
る

蒟
蒻
植
え
を
終
た
る
夫
の
　

阿
部
ト
シ
子

黒
土
の
湿
る
畑
に
小
豆
蒔
く
踵
の

窪
み
に
ふ
た
粒
と
決
め
て
　
　

倉
沢
美
代
子

バ
ン
ダ
ム
の
甘
き
匂
ひ
の
漂
ひ
て

防
雀
絹
糸
の
艶
や
か
な
光
り
　

金
井
　
松
枝

あ
の
畑
か
馬
鈴
薯
植
ゑ
む
と
鍬
振

り
し
遠
き
日
の
顕
つ
郭
公
聞
け
ば

諸
田
　
義
幸

目
高
の
稚
魚
尾
ひ
れ
に
暇
な
く
水

槽
を
巧
み
に
泳
ぎ
ぬ
浮
き
つ
沈
み

つ
　
　
　
　
　
　
　
金
井
　
粂
子

昨
夜
降
り
し
雨
の
恵
み
か
生
え
ざ

り
し
春
菊
列
な
し
芽
ぶ
き
て
い
た

り
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
洋
子

★真　下　香　奈　( 12 歳)

★小　林　秀　樹　( 41 歳)

★堤　　　昭　瑛　( ３ 歳)

森 下 下

森 下 下

入 原 下

応募規定

意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識
者
で
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
受
け
付
け
、

問
題
解
決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

な
お
相
談
日
以
外
で
も
、
口
頭

や
電
話
、
手
紙
な
ど
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
時
間

午
後
１
時
か
ら
４
時

■
行
政
相
談
員

加
藤
武
（
森
下

８
０
８
）、
1
２
４
―
６
８
３
９

■
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課

●
テ
ー
マ

国
民
年
金
へ
の
加
入

の
必
要
性
、
み
ん
な
で
支
え
あ
う

こ
と
の
大
切
さ
、
老
後
の
安
心
な

ど
を
表
現
す
る
。

●
応
募
規
定

四
つ
切
の
画
用
紙

で
、
色
数
、
画
材
は
自
由
で
す
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
「
国
民
年
金
」
の

文
字
を
使
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法

中
学
校
に
あ
る
応

募
票
を
貼
付
し
て
提
出
。

●
応
募
先

昭
和
中
学
校

●
締
切
日

９
月
９
日
（
金
）

●
そ
の
他

作
品
は
ひ
と
り
１
点

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一

定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険
料

が
割
引
に
な
り
ま
す
。

現
金
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
」
に
つ
い
て
い
る
下
期
の

納
付
書
を
使
用
し
て
、
10
月
31
日

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
で
６
か
月
分

の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
さ
ら

に
お
得
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

９
月
９
日
ま
で
に
社
会
保
険
事
務

所
に
申
出
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
渋
川
社

会
保
険
事
務
所
国
民
年
金
係

（
1
０
２
７
９
―
２
２
―
１
６
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
学
生
国
民
年
金
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

訂
正
と
お
詫
び

広
報
７
月
号
・
Ｐ
11
の
ク
イ
ズ
の
当

選
者
で
小
菅
英
美
さ
ん
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
小
菅
智
英
美
さ
ん
の
間
違

い
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
で
き
ま

す
―
口
座
振
替
が
お
得
で
す
―

て



の
目
的
に
使
用
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
統
計
課
1
０

２
７
―
２
２
６
―
２
４
０
６

退
職
金
制
度
を
設
け
た
い
場
合

は
、
国
の
「
中
退
共
制
度
」
に
よ

り
、
安
全
・
確
実
・
有
利
な
制
度

が
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
に
新
し
く
加
入
し
た

企
業
に
は
、
掛
金
月
額
の
１
／
２

（
従
業
員
ご
と
上
限
５
、
０
０
０

円
）
を
加
入
後
４
か
月
目
か
ら
１

年
間
、
国
が
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
途
中
で
掛
金
を
増
額
し

た
場
合
（
増
額
前
の
掛
金
が
１
８
、

０
０
０
円
以
下
）
に
は
、
増
額
分

の
１
／
３
を
１
年
間
、
国
が
助
成

し
ま
す
。

制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
昭
和
村
商
工
会
ま
で
。

労
災
保
険
の
こ
と
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
！

当
相
談
所
で
は
、
労
災
の
年

金
・
介
護
、
生
活
問
題
、
心
配
ご

と
や
仕
事
の
疲
れ
か
ら
く
る
健

康
・
精
神
的
悩
み
な
ど
「
過
労
死
」
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おまわりさんからのお知らせ

車上ねらいに注意！！
最近、沼田署管内全域の「ス

ーパーマーケット・ホームセン
ター・パチンコ店・日帰り温泉」
などの駐車場で『車上ねらい』
が多発しています。
車の中に置いてある「バッ

グ・カバン・ポーチ」などが狙
われ、現金などが入っていなく

てもドアの鍵穴を破壊される手
口の盗難被害が増えています。
ちょっとした買い物でも、ド

アの鍵を壊されてバッグなどが
盗難に遭います。ドアはしっか
り鍵をかけ、車内にバッグ類は
絶対に置かないようにしましょ
う。

夏休み自由研究
空を眺めよう

〃

８月20日(土)
９月３日(土)

17日(土)

期　　日 特　集

第１・３土曜日は
公民館図書室へ

■時間 午前10時～午後２時

■小学生向けの特集
干支の動物が登場する物語

や絵本のコーナーです。
８月　海でおよごう　
９月　かくれんぼだよ　

■問い合わせ 村教育委員会
事務局1２４－５１２０

ぐ
ん
ま
の
夏
と
言
え
ば
「
上
州

の
夏
祭
り
」。
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
が
手
作
り
で
開
催
す

る
お
祭
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
（
予
定
）

８
月
20
日

（
土
）
午
後
５
時
〜
９
時
、
21
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
会
場

県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

と
そ
の
周
辺

▼
テ
ー
マ

と
ど
け
魂
　
燃
え
る

想
い

▼
内
容

県
内
の
祭
り
や
郷
土
芸

能
の
紹
介
、
ダ
ン
ス
の
披
露
、
音

楽
の
演
奏
、
特
産
品
や
各
種
飲
食

物
、
工
芸
品
の
販
売
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど

▼
そ
の
他

混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

上
州
の
夏
祭
り

実
行
委
員
会
　
1
０
２
７
―
２

２
６
―
３
６
６
５

国
勢
調
査
は
人
口
と
世
帯
に
関

す
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計
調

査
で
、
今
回
で
18
回
目
を
迎
え
ま

す
。

▼
基
準
日

10
月
１
日

▼
内
容

世
帯
全
員
の
性
別
、
出

生
年
月
、
就
業
状
態
、
通
勤
・
通

学
地
、
住
居
の
種
類
な
ど

▼
対
象

日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人

▼
方
法

「
国
勢
調
査
員
証
」
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
９
月
下
旬
か

ら
各
世
帯
を
訪
問
。
調
査
票
を
配

布
し
、
10
月
上
旬
に
回
収
し
ま
す

▼
結
果

国
や
地
方
公
共
団
体

で
、
行
政
施
策
立
案
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
ま
す
。

お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
守
ら

れ
、
ほ
か
に
漏
れ
た
り
統
計
以
外

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

「
上
州
の
夏
祭
り
」

◆
県
都
市
計
画
課

▼
催
し
も
の

退
職
金
づ
く
り
は

「
中
退
共
」
で

◆
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

労
災
保
険
や
過
労
死
な
ど
の

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す

◆(

財)

労
災
年
金
福
祉
協
会

国
勢
調
査
に
協
力
を

◆
県
統
計
課

▼
お
知
ら
せ



の
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
）

▼
相
談
先

1
０
２
７
―
２
４
３

―
２
８
８
１

前
橋
市
表
町
２
―
２
―
６

（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会
群
馬

労
災
年
金
相
談
所

パ
ー
ト
を
雇
い
た
い
が
法
律
関

係
が
ど
う
も
…
。
賃
金
未
払
い
で

困
っ
て
い
る
…
。「
辞
め
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
た
け
ど
、
ど
う
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
…
。
セ
ク
ハ
ラ

を
受
け
て
い
る
…
。

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
料
金
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：９月７日（水）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：８
月31日（水）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２。

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：９月２
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税３期、固定資産
税２期、村県民税２期、介護保険
料３期は８月31日（水）が納期
です。完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

こころの健康相談

女性相談センター

健康相談

特設人権相談所

2 1

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

藤
　
井
・
廣
橋
沓
馬

と
う
ま

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
19
日
生

鎌
　
沢
・
七
五
三
木
　
蘭ら

ん

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
６
月
27
日
生

宿
　
・
小
野
夢
花

ゆ
め
か

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
７
月
12
日
生

赤
　
谷
・
金
崎
朱
利

あ
か
り

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
７
月
13
日
生

鎌
　
沢
・
石
井
　
仁じ

ん

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
17
日
生

幸
　
人

伸
　
子

淳
美
代
子

初
　
雄

マ
ン
ド
ル
ウ
ギ
ナ
、

エ
レ
ナ

努
利
紀
江

学
美
智
恵

７
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

生
　
越
・
林
　
與
三
郎
さ
ん

82
歳
７
月
８
日
没

入
　
沢
・
加
藤
か
ん
さ
ん

93
歳
７
月
８
日
没

追
　
分
・
木
暮
眞
一
さ
ん

54
歳
７
月
18
日
没

大
河
原
・
綿
貫
公
徳
さ
ん

40
歳
７
月
20
日
没

入
原
上
・
諸
田
　
初
さ
ん

54
歳
７
月
20
日
没

入
原
上
・
　
橋
　
八
さ
ん

73
歳
７
月
31
日
没

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

わが村の人口

人　口　7,901人　　(－ 1)
男　　3,886人　　(－ 3)
女　　4,015人　　(＋ 2)

世帯数　2,156人　　(± 0)
※（ ）内は前月比

８月１日現在（住基人口）

ー
テ
ィ
ン
グ
（
求
職
活
動
の
反
省

会
・
作
戦
会
議
）、
個
別
の
事
情

に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
仕
事
探
し
（
求
人
開
拓
と

就
職
の
あ
っ
せ
ん
）
な
ど
、
約
４

か
月
間
の
就
職
支
援
活
動
支
援
。

▼
対
象

就
職
へ
の
強
い
意
欲
、

必
要
性
の
あ
る
お
お
む
ね
35
歳
以

上
の
求
職
者

▼
定
員

各
会
場
10
人
（
申
込
多

数
の
場
合
は
、
選
考
の
上
抽
選
）

※
長
期
求
職
者
、
中
高
年
齢
者
な

ど
就
職
が
困
難
な
人
を
優
先

▼
費
用

無
料

▼
申
込
期
間

９
月
１
日
（
木
）

〜
30
日
（
金
）

▼
申
込
用
紙
配
布
場
所

県
民
局

各
行
政
事
務
所
、
役
場
企
画
課

▼
申
込
先

〒
３
７
１
―
８
５
７

０
　
県
労
働
政
策
課
雇
用
促
進
グ

ル
ー
プ

▼
問
い
合
わ
せ

県
労
働
政
策
課

1
０
２
７
―
２
２
６
―
３
４
０
６

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
相
談
方
法

窓
口
・
電
話
０
２

７
９
―
２
２
―
０
７
７
７

▼
場
所

渋
川
行
政
事
務
所
労
働

相
談
所
（
渋
川
市
金
井
３
９
５

県
渋
川
合
同
庁
舎
内
）

就
職
で
お
悩
み
の
中
高
年
齢
者

な
ど
の
就
職
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

▼
日
程

平
成
17
年
11
月
〜
18
年

２
月
の
15
日
間
程
度
。
※
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

県
立
前
橋
産
業
技
術
専

門
校
（
前
橋
市
石
関
町
）、
県
立

高
崎
産
業
技
術
専
門
校
（
高
崎
市

山
名
町
）、
県
立
太
田
産
業
技
術

専
門
校
（
太
田
市
新
野
町
）

▼
内
容

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
就

職
に
役
立
つ
講
習
、
グ
ル
ー
プ
ミ

労
働
相
談
をご利

用
く
だ
さ
い

◆
県
渋
川
行
政
事
務
所

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

「
と
こ
と
ん
就
職
支
援

（
第
３
期
）」
参
加
者
募
集

◆
県
労
働
政
策
課




